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００  業業務務のの概概要要  

００--１１  業業務務のの目目的的  

本業務は、日野市在宅高齢者療養推進協議会（以下、「推進協議会」）、日野市在宅高齢者療養推進

協議会検討部会（以下、「検討部会」）及びその他在宅高齢者の療養環境整備支援に係る業務につい

て、円滑かつ効率的、効果的に運営することを目的とする。 

「推進協議会」及び「検討部会」は、高齢者が安心して在宅療養を受けられるよう、介護、福祉、

医療、保健の各分野のサービス提供主体間における円滑かつ有機的な連携体制の構築を推進するこ

とを目的に設置されたものであり、この内容は第3期日野市高齢者福祉総合計画（平成30年3月）

の中で重点課題及び施策の柱の1つとしてあげられている。 

▼第 3期日野市高齢者福祉総合計画（平成30年度～平成32年度）における位置づけ 

 

 

 

００--２２  業業務務のの進進めめ方方  

「検討部会」を作戦本部として、この運営支援を中心に、以下の各項目について企画・運営を進

めた。 

 多職種による医療と介護の連携推進勉強会の運営支援 

 地域住民への普及啓発の実施支援 

（市民啓発イベントの開催支援 及び 市民啓発リーフレットの更新支援） 

 多職種連携ルールの更新 

 国、東京都・他自治体の取組等の情報提供 

  

＜目指すべき姿＞ 

いつまでも安心して暮らせるまち 日野 

＜基本理念＞ 

■高齢者の尊厳の保持と自立した生活を支援します 

■地域包括ケアシステムを深化・推進します 

■持続可能な支え合いの仕組みづくりを推進します 

＜施策の内容＞ 

柱2 医療と介護の連携を推進し、 

有機的なネットワークを構築します 

・在宅療養・介護関係者の研修【2105】 

・在宅医療の普及啓発【2106】 

・在宅高齢者療養推進協議会の開催【2201】 

・医療と介護の連携支援ツールの普及【2202】 

※関連の深い施策を抜粋／括弧内は施策番号 

＜高齢者福祉に関する重点課題＞ 

1 介護保険事業の充実 

2 医療と介護の連携 

3 認知症施策の充実 

4 地域包括支援センターの役割強化

と地域での支え合いの充実 

5 健康の維持と地域での生活の継続 
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１１  日日野野市市在在宅宅高高齢齢者者療療養養推推進進協協議議会会検検討討部部会会のの開開催催  

１１--１１  会会議議のの概概要要  

「検討部会」は、在宅療養環境の向上及び医療と介護の連携体制の構築等に関する取組について

具体的な検討を進めるために、「推進協議会」のもとに設置された会議体である。平成25年度より、

医療と介護の連携に特に関わりの大きい「日野市医師会」「日野市歯科医会」「日野市薬剤師会」「日

野市訪問看護ステーション協議会」「日野市立病院」「日野市在宅介護事業者協議会」「ひのケアマネ

協議会」「地域包括支援センター」の8団体の代表者と行政（日野市在宅療養支援課及び高齢福祉課）

を構成員に定期的に活動している。 

令和2年度は、年度当初から約2か月にわたって新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出さ

れ、その後も外出や会合の開催が制限される恐れがあったことから、当初計画していた「連携推進

勉強会」やイベント「ひの在宅医療・介護サービスフェア」の開催の是非も含め対応を検討するこ

ととし、会議自体もオンラインとオフラインの併用で開催することとなった。 

会議の開催日程と主要な検討テーマは以下の通り。 

 

▼「検討部会」等の開催日程と主要な検討テーマ 

回数 日程 主要な検討テーマ 

第 1回 令和2年7月 20日 ○令和2年度の検討部会の進め方について 

○個別の取組の実施方針について 

第 2回 令和2年10月 26日 ○市民啓発の方策について 

○多職種連携ルールについて 

○ＭＣＳの展開について 

第 3回 令和3年1月 26日 ○多職種連携勉強会の今後の開催計画について 

○MCSの「グループ相談機能」を活用した勉強会について 

○ガイドブック案の内容について 

○イベントに代わる動画コンテンツの内容について 

第 4回 令和3年3月 26日 ○市民啓発の取組（ガイドブック・動画）について 

○多職種連携の取組（MCS・勉強会・連携ルール）について 

○次年度の取組について 
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１１--２２  各各回回のの内内容容  

１-２-１ 第１回検討部会 

第１回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和2年7月 20日（月） 18：30～21：00 

開催場所 ：在宅療養支援課内打ち合わせスペース／ビデオ会議（Zoom） 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院MSW高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野

市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、蛯子（以上、在宅療養支援課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

【議 題】 

１．事務局連絡（実際には会議終了直前に実施） 

２．各職種の動きについて 

１．今年度の検討部会の進め方について 

（１）実施方針及びスケジュール 

２．個別の取組の実施方針について 

（１）勉強会の開催 

（２）市民啓発リーフレットの更新 

（３）市民啓発イベントの開催 

（４）多職種連携ルールの更新 

３．その他 

配付資料 
【事前配布】 2020年度第1回検討部会 資料、2019年度事業報告書、多職種ル

ール（2019年度暫定版） 

結 論 

１．今年度の検討部会は、資料に記載された実施方針及びスケジュールを基本に、

新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら柔軟に対応することとする。 

２．勉強会については、関係者への感染症拡大のリスクを考慮して、通常の対面形

式の勉強会の開催ではなく、MCS の利用促進やオンライン形式での勉強会の

開催を中心に進めることとする。 

３．市民啓発リーフレットについては、昨年度作成したリーフレットの副読本／付

録として、主要な症例に対する費用やサービス量の概要をまとめたものを作成

することとする。 

４．市民啓発イベントについては、今年度は中止の方向で以下のような代替策を検

討することとする。 

－市民啓発リーフレットの増刷・配布を行う。 

－その他、動画コンテンツの配信なども検討する。 

５．多職種連携ルールについては、病院・診療所とケアマネなど課題が指摘される

職種間のやり取りを対象に、連絡の方法（基本的な連絡の手順や連絡先）を整

理することを目指して検討を進めることとする。 

６．その他、勉強会の参加枠の拡大について要望があった場合は以下の通り対応す

ることとする。 

－当面は「検討部会委員の満場一致」を必要条件とする。 

－当該職種を勉強会のゲストとして職域に関する説明を聞いた上で判断する。 
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１-２-２ 第２回検討部会 

第２回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和2年10月 26日（月） 18：30～20：30 

開催場所 ：在宅療養支援課内打ち合わせスペース／ビデオ会議（Zoom） 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院MSW高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野

市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、蛯子（以上、在宅療養支援課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

【議 題】 

１．事務局連絡 

２．各職種の動きについて 

１．前回会議の内容確認（今年度の開催方針の確認） 

２．市民啓発の方策の検討 

３．多職種連携ルールの検討 

４．ＭＣＳの展開 

５．その他 

配付資料 

【事前配布】 2020 年度第 1 回検討部会議事録、2020 年度第 2 回検討部会 資

料、日野市在宅療養ガイドブック（市民啓発リーフレット）叩き台、

MCS導入資料（過去に職種団体向けに作成したものの一部改良版）、

同 別紙、高品委員提供資料（東京都多職種連携ポータルサイト説明

資料等）、TOTEC 社提出資料（多職種連携ガイドのバージョンアッ

プ概要） 

結 論 

１．今年度の市民啓発イベントは開催を中止することとし、会場のキャンセルを行

う（最終決定）。 

２．イベントに代わる取組として、動画コンテンツを候補に、まずは事務局にてラ

フ版を作成し、作成・公開の是非を次回改めて確認することとする。 

３．在宅療養ガイドブック（市民啓発リーフレット）については、今回検討した4

症例をもとに作り込みを進めることとする。 

４．多職種連携ルールについては、今年度は市立病院との連携をテーマにエチケッ

トや書式の検討を行うこととする。 

５．ＭＣＳ（関係者の情報共有）については、患者グループの活用も視野に、登録

の促進及び登録者の全体グループへの移行を進めることとする。 

６．ＭＣＳの展開方策や、対面での勉強会の代替策として、ＭＣＳの相談機能を活

用した「質問箱（仮）」の実施を検討することとする。 
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１-２-３ 第３回検討部会 

第３回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和3年1月 26日（火） 18：30～20：30 

開催場所 ：ビデオ会議（Zoom） 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院MSW高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野

市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、蛯子（以上、在宅療養支援課）、地下係長（以上、高齢福

祉課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

【議 題】 

１．事務局連絡（コロナ対応等） 

２．各職種の動きについて 

１．多職種連携勉強会 

（１）今後の開催計画について 

（２）MCSの「グループ相談機能」を活用した勉強会について 

２．市民啓発の取組 

（１）ガイドブック案の内容について 

（２）イベントに代わる動画コンテンツの内容について 

３．その他 

配付資料 

【事前配布】 

 

2020 年度第 2 回検討部会議事録、2020 年度第 3 回検討部会 資

料、勉強会関連資料一式、日野市在宅療養ガイドブック（市民啓発リ

ーフレット）案、日野市「自立支援・介護予防に向けた地域ケア会議」

について、日野地域に向けた日野市立病院認定看護師による研修の開

催、※その他、市民啓発動画（ラフ）をデータで提出 

結 論 

１．MCS の相談機能を活用した勉強会を歯科医会の協力のもと開催することとす

る。 

２．ただし、その開催時期は1か月程度延期することとし、勉強会の前段としてま

ず「コロナ関連情報」などMCSの登録のメリットを提示した案内を作成・配

布してMCSの登録拡大を進めることとする。 

３．在宅療養ガイドブックについては、部会委員からの指摘事項に対応した修正版

を作成することとする。 

４．イベントに代わる市民啓発の方策として、動画の作成を進めることとし、完成

に向けて部会委員からの指摘事項を反映した修正を行うこととする。 

５．ガイドブック（市民啓発リーフレット）及び動画の完成に向けて、修正版のデ

ータを部会員に送付して、添削や追加の修正箇所の有無の指摘等を受けること

とする。 
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１-２-４ 第４回検討部会 

第4回検討部会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

開催日時 ：令和3年3月 26日（金） 18：30～20：00 

開催場所 ：ビデオ会議（Zoom） 

参加者 

【委 員】 

：日野市医師会代表望月氏、日野市歯科医会代表髙品氏、日野市薬剤師会代表伊藤

氏、日野市訪問看護ステーション協議会代表湯谷氏、日野市立病院MSW高橋氏、

日野市在宅介護事業者協議会代表松﨑氏、ひのケアマネ協議会代表横川氏、日野

市地域包括支援センター代表相馬氏 

【事務局】 

：長島課長、平岩主査、蛯子（以上、在宅療養支援課）、竹村課長（以上、高齢福

祉課）、委託事業者 

プログラム 

【報 告】 

 

【議 題】 

１．事務局連絡 

２．各職種の動きについて 

１．市民啓発の取組について 

（１）ガイドブック・動画の作成 

（２）次年度の取組（案） 

２．多職種連携の取組について 

（１）MCSの登録促進と勉強会の開催 

（２）連携ルールの検討 

３．その他 

配付資料 

【事前配布】 

 

2020 年度第 3 回検討部会議事録、2020 年度第 4 回検討部会 資

料、日野市在宅療養ガイドブック（市民啓発リーフレット）完成版、

市民啓発動画修正版絵コンテ、けあプロ・navi/ケア倶楽部リニュー

アルについて、※その他、市民啓発動画（修正版）をデータで提出 

結 論 

１．ガイドブック・動画は、ガイドブックに修正を行って内容を確定し、公開・配

布を進めることとする。 

２．次年度の市民啓発は、市民からの反応が良かった市報の活用を中心に、ガイド

ブックの配布やその後の相談につなげるような情報発信を検討することとす

る。 

３．新たな事業所・施設から全体グループに参加申込がある場合はWEBフォーム

から行うことを原則に、MCSの登録促進を図ることとする。 

４．連携勉強会については、患者グループの活用に限定せず、グループの活用を主

眼に開催を検討することとする。 

５．患者グループについては、まず本格運用にあたって必要な事項を検討部会の中

で検討することとし、地域ケア会議等の症例を題材に実際に現場で使ってみる

ケースが出ることは妨げない。 

６．病院とケアマネジャーとの連携ルールについては、病院側の関係部署を集めた

話し合いの場を開催し、とりまとめを進めることとする。 
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（このページは白紙です） 
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２２  多多職職種種協協働働にによよるる医医療療とと介介護護のの連連携携推推進進勉勉強強会会のの運運営営支支援援  

２２--１１  勉勉強強会会のの開開催催状状況況  

「連携推進勉強会」は、在宅療養支援課及び「検討部会」が実施主体となって、医療と介護に携

わる専門職同士の「顔の見える関係づくり」（第１段階勉強会）や多職種が同じ方向を向いてより良

いサービスを提供できる体制づくり（第２段階勉強会）を目指して、定期的に開催しているもので

ある。勉強会の開催結果は必ずまとめを作成して情報の共有と疑問点の解消に努めているほか、閉

会後には懇親会の開催が恒例となっており、これらも多職種の連携を促進する材料となっている。 

 第１段階勉強会：市内の医療と介護の関係者の「顔の見える関係づくり」の場となる勉強会 

 第２段階勉強会：具体的な症例検討等を通じた多職種協働のイメージ共有や具体的な経験を 

        積み上げる場となる勉強会 

※ この他にも、市内4つの日常生活圏域毎に地域包括支援センターが呼びかける地域の専門職

間の交流や技術の向上を促す勉強会や、各職種独自の研修会や講演会等を開催している 
 

令和2年度は、第1段階勉強会を1回、第2段階勉強会を3回、計4回の勉強会を開催することを予

定していたが、コロナ禍では市内の専門職が一同に集まることを前提とした従来通りの方法で開催

するのは困難であることから、以下のような代替策を組み合わせて柔軟に対応することとした。 

 オンラインでの連携を促進するため、前年度から市内で導入を進めているMedical Care 

Station（以下、MCS）の登録と活用を促進する勉強会を開催する 

 従来からの対面形式の症例検討等ではなく、オンライン形式での勉強会を開催する 

▼各会の開催日程等 

名称 日程 対象及び参加者数 

MCSの登録と活用を 

促進する勉強会 

令和2年 

7月 16、17日 

ひのケアマネ協議会 

役員 全 15名（2日間合計） 

令和2年9月 17日 
在宅介護事業所連絡協議会（訪問分科会） 

役員ほか 全 8名 

令和3年3月10日 
平山圏域勉強会（圏域別多職種連携勉強会） 

参加申込者 全 26名 

令和3年3月 29日 
日野市歯科医会 

参加申込者 全 18名 

MCSを活用した 

オンライン勉強会 

令和3年 

3月 15日～28日 

「全体グループ＠日野市連携」グループの参加者 

全 74名（3月 28日時点） 

（グループのメンバーは誰でも投稿・閲覧可能） 

※ この他に栄養士協議会を対象にMCSの概要説明と活用提案を行っている。 
※ 参加者数には事務局を含む。 
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２２--２２  各各会会のの内内容容  

２-２-１ ＭＣＳの登録と活用を促進する勉強会 

勉強会は、概ねMCSの概要紹介、登録から実体験、その後の活用のお願いに対応した、「はじめ

に（概要説明）」「MCSの体験」「今後に向けたお願い」の3部構成で、以下の通り開催した。 

▼開催概要 

テーマ ：Medical Care Station を活用した多職種連携を始めましょう！ 

開催日時 ：前頁に記載する日程／各1.5 時間＊ 

開催場所 
：会場またはオンライン（2度目の緊急事態宣言が発出された令和3年1月7日以降

に開催した2回の勉強会についてはオンラインで開催した） 

プログラム 

【はじめに】 
－医療と介護の連携推進のためMCSの展開を進める理由の紹介 
－MCSでできることを簡単に紹介 

  

【MCSの体験】 
－資料とMCSの実画面を見ながら以下のスライド（中左）に記載する操作を実施＊ 

  

【今後に向けたお願い】 
－MCSの利用と拡大への協力のお願い 

－利用・拡大を行う上での留意点、個人情報保護等に関する注意など 

－困ったときの対応や連絡先の紹介 

   

＊ 在宅介護事業所連絡協議会（訪問分科会）向けの勉強会を除く。この勉強会では、開催時間

の都合上「MCSの体験」プログラムの代わりに操作方法の説明を行うにとどめた。 

※ 上に紹介するスライドの中で、MCSの実画面の画像はエンブレイス社が作成する「使い方
ガイド」から抜粋している。  
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２-２-２ ＭＣＳを活用したオンライン勉強会 

コロナ禍において特に活用の必要性が高まっているMCSの登録と活用を促進するとともに、“対

面”以外の方法で多職種の連携を深めるため、MCSの「相談機能」を活用して「歯科医」に何でも

質問・相談ができる勉強会を以下の通り開催した。 

初のオンライン開催となる今回の勉強会は、“平日夜間”に限られていた従来の勉強会とは異なり、

期間内であればいつでも参加（投稿・閲覧）ができる新しい試みとなった。 

▼開催概要 

テーマ ：MCSの相談機能を使って「歯科医」に質問してみましょう！ 

開催日時 
：令和3年3月 15日～28日までの2週間 

（期間内はいつでも自由に投稿・閲覧することができる） 

開催場所 ：オンライン（MCS上に作成したグループ「全体グループ＠日野市連携」内） 

プログラム 

：以下のような質問・相談や、これに対する歯科医師からの回答が寄せられた 

 

 

 

 

 

 

  

教えて欲しい 

訪問歯科診療をお願いする方法や訪問

していただける先生を紹介して 

教えて欲しい 

歯周病でぐらぐらする歯を抜いた方が

良いですか？ 

意見を聞きたい 

ホワイトニングに興味が  やった方

が良い？定期的にやる必要がある？ 

教えて欲しい 

高齢者の口腔ケアを行う際に歯の表側

（外側）を上手に磨く方法は？ 

教えて欲しい 

「オーラルフレイル」とはどういうこ

と？市民にどう周知啓発すれば良い？ 

教えて欲しい 

市内にはいくつ歯医者さんがある？ 

意見を聞きたい 

入れ歯があわない方は作り直した方が

良い？義歯なしでも良い？ 

教えて欲しい 

夜間は義歯を外す方がいる一方、「馴染

みが早い」という理由で就寝時にもつ

ける方がいるけれどどちらが本当？ 

教えて欲しい 

口渇が歯に与える影響は？口渇の原因と

なる疾患を歯科の先生に伝えるように説

得する良い方法は？ 

意見を聞きたい 

歯科治療の際に事前に知っておきたい

内服薬はある？ 
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（このページは白紙です） 
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３３  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの実実施施支支援援  

３３--１１  作作業業のの概概要要  

国が示す在宅医療・介護連携推進事業の8つの事業項目の1つに該当する地域住民への普及啓発の

取組として、平成29年度、30年度の2回、「ひの在宅医療・介護サービスフェア」と題するイベン

トを開催してきたが、令和元年度（平成31年度）は、より多くの市民に「在宅療養」を伝えるリー

フレットを新たに作成する一方、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により計画していた３回目

のイベントの開催は中止することとなった。 

令和2年度は、前年度に作成したリーフレットの内容を補足する新たなリーフレットの作成と、前

年度に開催できなかったイベントの再開を行うべく「検討部会」で検討を進めた。 

リーフレットについては、前年度作成したリーフレット（在宅療養ガイドブック）の副読本／付

録として、在宅療養を始める典型となる4つのケースを取り上げ、市民が最も知りたい在宅療養にか

かる費用やサービス量の概要をまとめることとした。 

イベントについては、今年度も新型コロナウイルスの感染拡大を予防するため開催を中止するこ

ととし、代わりに新たな層へのアプローチとリーフレットへの導入を狙った動画コンテンツを作成

した。 

▼リーフレットの構成 

頁 項目 主な内容 

表面 

1頁 
○表紙 

○「在宅療養という選択肢がある」というメッセージの伝達 

○4つのケースの紹介 

表面 

2-3 頁 

○在宅療養ってどんな

もの 

○ケース１「足腰が弱り通院が困難になってきた」 

○ケース２「自宅で最期を迎える準備を整えたい」 

裏面 

1頁 
○裏表紙 

○在宅療養とは 

○医師や歯科医師の訪問診療を利用するには 

○介護サービス（介護保険制度）を利用するには 

裏面 

2-3 頁 
○医療介入が多い事例 

○ケース３「脳梗塞で麻痺が残る中、退院することになった」 

○ケース４「癌末期の余命をできる限り自宅で過ごしたい」 

▼イベントの開催に代わる動画コンテンツの構成 

時間 項目（シーン） 主な内容（カット） 

40秒 

程度 
○導入 

○どこで最期を迎えたいと思うかの問いかけ 

○アンケート調査結果の紹介 

○心配の声の紹介 

15秒 

程度 
○場面転換 

○自宅と病院・施設にはどのような違いがあるのか 

○住み慣れた自宅で暮らし続けることは難しいのか の問いかけ 

105秒 

程度 

○在宅療養に関する 

説明 

○病院や介護施設の概要紹介 

○自宅の場合の対応の紹介 

○訪問診療等（「訪問してもらえる」）の紹介 

○制度面に関する補足説明（医療保険と介護保険の両方を使う） 

○まとめ 

20秒 

程度 
○補足説明 

○制作者の紹介 

○リーフレットの紹介 
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３３--２２  リリーーフフレレッットト等等のの作作成成内内容容  

３-２-１ リーフレット（在宅療養ガイドブック） 

リーフレット（在宅療養ガイドブック）は、A4版／カラー／6頁の仕様で3,000部を印刷し、今

後、関係機関の窓口等での配布を行うこととなっている。内容の詳細は以下の通りである。 

▼表面 1頁（表紙） 

 
 

▼表面 2-3頁 
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▼裏面 1頁（裏表紙） 

 
 

▼裏面 2-3頁 
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３-２-２ イベントの開催に代わる動画コンテンツ 

動画は、3-1に示す内容を説明する以下のようなスライドをつなげて約3分にまとめている。今後、

日野市広報のYouTubeチャンネルで公開し、市HP等の多様な媒体を通じて市民へＰＲすることを

想定している。 

▼動画の主なカット 

  

 

  

※ 右下のQRコードは動画作成段階で仮に配置しているもの 
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４４  多多職職種種連連携携ルルーールルのの更更新新  

４４--１１  作作業業のの概概要要  

日野市では、医療・介護の関係機関の連絡先と連絡用の書式及びその使い方をまとめた「多職種

連携ガイド」を平成26年4月に作成している。しかし、このガイドを使用して実際に連絡等を行う

にあたっては、下記「多職種連携ルールの目指すイメージ」に示すような課題があることが指摘さ

れていることから、令和元年度（平成31年度）には、職種毎に連絡・連携する上で配慮すべき事項

を具体的にまとめた「エチケット集（暫定版）」を作成した。 

令和2年度は、より多くの関係者の意向等を確認し内容の改善や肉付けといった更新を図るととも

に、特定職種間・特定シチュエーションに注目したルールの検討も行うこととした。 

 

▼多職種連携ルールの目指すイメージ（右側赤色の囲みが目指すイメージに該当） 

 

※ 上記のイメージは前年度に作成したもの。 

  

関わりがない・顔が見えない
敷居が高い

何をしているか分からない

もっと連携がしたい
（困難ケースへの対応？）

連絡しづらい
（良い方法が分からない）
必要な情報や連絡が

もらえない
つかまらない
返事がもらえない
何を聞いて良いか
分からない

・勉強会等の活性化
・紹介シートの利用拡大（ｹｱﾏﾈ以外へ）
・各職種に関する情報の紹介 など

・日常的な連携の促進
・勉強会等を通じた信頼関係の構築 など

○望ましい連絡の取り方の具体化
・ルート（誰が誰に）
・ツール（こんな時は電話）
・時間帯（△時頃）
・提供すべき情報（BP製剤etc.）
注意すべき状態（何を見るべきか）

・特定の状況下での連絡の流れ・対応を定
型化（ケアパス／クリティカルパス）

・対応（案）現在の課題
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４４--２２  ルルーールルのの更更新新内内容容  

４-２-１ 職種毎のルールの更新 

MCSを活用したオンライン勉強会（2-2-2参照）の中で歯科医との連携に関する質問やアドバイ

スが集まっていることから、特に歯科医との連携に関するルールの更新を進める事とした。 

なお、上記の勉強会が当初の予定を延長して質問・相談を受け付けていることから、これから適

宜内容を更新していくことを想定する。 

▼ルール更新のイメージ（歯科医との連携に関するルール） 

  

＞訪問を依頼する条件 

○歯科医院に通院することができないこと 

（「車がない」「通院が面倒」ではダメ） 

＞依頼できる医療機関 

○落ち着いて一貫して診療を進め、診療後も責任

を持って管理しやすい市内のかかりつけの先生 

○日野歯科医会には「訪問診療ネットワーク」が

あり、現在42歯科医院が参加している 

＞依頼の仕方（下記の通り） 

＞知りたい・伝えて欲しい内容 

○基本的には内服薬全て、特に降圧剤、抗血栓薬、ステロイド、BP製剤等 

※抜歯等の外科手術だけでなく、不適合な義歯を装着しているだけでもARONJ（骨

吸収抑制薬関連顎骨壊死）が発生することもあるので、ＢＰ製剤を処方される場合

には一度歯科で口腔内精査するように受診勧奨を 

○その他、口腔乾燥の要因：抗うつ剤、抗パーキンソン病薬、抗不安薬、抗コリン薬、抗精

神薬、鎮痛消炎薬、利尿薬、気管支拡張薬、抗潰瘍薬、抗てんかん薬、筋弛緩薬の一部 

○その他、歯肉増殖症の要因：フェニトイン・ニフェジピン・シクロスポリン など 

＞伝え方 

○医師、薬剤師からの情報提供（お薬手帳に記載があれば歯科の方で確認できる） 

※ただし、デノスマブや抗ガン剤治療、放射線治療の有無に関しては、お薬手帳で確

認できないので必ず情報提供を 
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４-２-２ 特定職種間・特定シチュエーションを対象とするルールの更新 

「検討部会」の中で、前年度にとりまとめたルール（「エチケット集（暫定版）」）について以下の

ような指摘があり、特定職種間・特定シチュエーション、特に在宅療養を推進する上で重要なポイ

ントの1つとなる市立病院とケアマネジャーとの連携についてもう少し深掘りして検討することと

なった。 

 今のところ連絡方法で困っていることはない 

 「医師には電話がかけにくい」といった話があって連携シートをつくった経緯を考えると、

電話での連絡を想定したルールを新たにつくることで医師に重荷になることが懸念される 

 困っているのは入退院時等におけるケアマネと病院の間のやり取りくらいではないか 

 

令和2年度は、ケアマネジャーが市立病院に連絡するケース毎に連絡方法の確認フローをまとめる

とともに、それぞれの連絡方法におけるルール／エチケットの案をまとめるべく作業を進めた。 

 

▼市立病院との連携ルールのイメージ（仮）  連絡フロー 

 

  

 

例えば 

「地域連携室」宛にＦＡＸを送付する 

 

 

例えば 

「地域連携室」宛にＦＡＸを送付する 

 

 

例えば 

「●●課」宛にＦＡＸを送付する 

 

 

例えば 

外来診療時に医師に直接問合せ 

 

 

例えば 

「●●課」宛にＦＡＸを送付する 
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（このページは白紙です） 
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５５  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組みみ等等のの情情報報提提供供  

５５--１１  情情報報提提供供のの実実施施状状況況  

「国、東京都・他自治体の取組等の情報提供」では、検討部会の検討内容にあわせて必要な情報

の収集・提供を行っている。 

令和2年度は、「市民啓発リーフレット」の更新にあたって、平成30年度に収集した事例にはあま

り見られなかった具体のサービス内容や費用を提示するリーフレット等の事例を調査した。 

その他、コロナ禍への対応として、市民啓発イベントの開催に代わる動画コンテンツのイメージ

や勉強会の開催に活用できるようなオンラインツールの情報を収集・整理する作業を行った。 

 

▼情報提供を行った分野と内容 

分野 内容 

2．多職種協働による医療と介護の連携

推進勉強会の運営支援 

1）オンラインツールに関する情報提供 

－ツールの収集・整理 

－活用イメージの検討 

3．地域住民への普及啓発の実施支援 

2）リーフレットに関する情報提供 

－サービス内容や費用を提示するイメージの収集 

3）動画コンテンツに関する情報提供 

－リーフレットへの導入となる親しみやすい手頃な 

 長さの動画イメージの収集 

   



22 

５５--２２  情情報報提提供供のの具具体体的的なな内内容容  

５-２-１ オンラインツールに関する情報提供 

以下のような勉強会の開催パターンを検討するのにあわせて、利用可能なオンラインツールを収

集し、使い勝手の評価を加えて情報提供を行った。最終的には、MCSを活用したオンライン勉強会

（2-2-2）を開催することとなった。 

 資料や動画をWeb上で公開して好きなタイミングで自習できるようにするパターン 

 対話型の勉強会をオンラインで開催するパターン（ウェビナー） 

 複数のツールを組み合わせて従来の勉強会を再現するパターン（講義＋グループワーク） 

 

▼勉強会への活用が想定されるオンラインツール 

 

▼複数のツールを組み合わせて従来の勉強会（症例検討）を再現するイメージ 
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５-２-２ リーフレットに関する情報提供 

前年度に作成したリーフレット（在宅療養ガイドブック）を補足するサービス量や費用の全体像

について紹介する事例を収集した。公的機関が発行するリーフレット等では上記の情報を紹介する

事例をうまく見つけることができなかったため、書店等で流通・販売されている出版物の中から以

下の資料について情報提供を行った。 

▼TJ MOOK「家族に介護が必要になったときの手続きガイド」宝島社、2019年1月18日発行 

 

  

（書影省略） 
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５-２-３ 動画コンテンツに関する情報提供 

新たに動画コンテンツを作成する参考として、フルアニメーションではなく、親しみやすいイラ

ストと字幕（テロップ）をベースに分かりやすく情報を伝える以下のような事例を収集し情報提供

を行った。 

 

▼地域包括ケアアニメ（埼玉県） 

  

▼「ウイルスの次にやってくるもの」（日本赤十字社） 
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６６  次次年年度度のの取取組組方方針針のの検検討討  

６６--１１  検検討討部部会会のの開開催催  

「検討部会」については、医療と介護の連携を進めるための具体的な方策を検討する作戦本部と

して、また職種団体間の情報交換の場として、「日野市の医療と介護の連携の第２ステージ」を適切

にリードするべく今後も継続的に開催することとする。 

令和3年度については、今年度の成果である「市民啓発リーフレット（在宅療養ガイドブック）」

やMCSに関連した連携推進勉強会を中心に、コロナ禍に対応しながら在宅医療・介護連携推進事業

に示された8つの取組の底上げを図ることを目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６--２２  多多職職種種協協働働にによよるる連連携携推推進進勉勉強強会会のの開開催催  

日野市の多職種連携の基盤の1つとなっている「連携推進勉強会」については、医療・介護の専門

職への新型コロナウイルスの感染拡大を予防するため、オンライン・リモートでの開催を基本に、

以下の要領で開催することとする。 

 

 

 

 

 

  

＜検討部会全体の進め方（案）＞ 

○ 年 4回開催する（予定） 

○ 全 4回の中で以下の内容を中心に検討を行うこととする 

－MCSを活用した連携推進勉強会の確立（詳細は6-2参照） 

－「市民啓発リーフレット」に誘導する啓発コンテンツの拡充等（詳細は6-3参照） 

－多職種連携ルールの改善や肉付け（詳細は6-4参照） 

－その他、MCSの患者グループの活用に向けた必要事項の検討 など 

＜勉強会・研修会の進め方（案）＞ 

○ 年 4回開催する（予定） 

○ 全 4回の内訳は、第1段階に相当する勉強会1回、第2段階に相当する勉強会3回

を想定する 

○ 第１段階勉強会は、MCSを通じた連携の輪を広げるための取組として、MCSの登録

や利用方法の習得を支援する場の開催を検討する 

○ 第２段階勉強会は、MCS を活用した具体の連携推進の取組として、相談機能を活用

した勉強会のさらなる開催やその他のパターンの開催を検討する 

－例えば、歯科医師以外の職種による相談対応 

－例えば、MCS上での特定の連携課題に関する情報収集や意見交換 など 
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６６--３３  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの実実施施  

前年度、今年度と2か年にわたって作成した2種の「市民啓発リーフレット（在宅療養ガイドブッ

ク）」を普及啓発活動の中心と位置づけて、これに誘導する方策や、リーフレットを通じて在宅療養

に関心を持った市民を対象にした更なる普及啓発方策の展開を目指す。具体的には、以下のような

取組案の中から、「市民啓発リーフレット」「市民啓発イベント」という枠組みと、新型コロナウイ

ルスの感染状況を勘案して「検討部会」の中で検討を進めることとする。 

前者については、動画コンテンツ第2弾の作成や日野市公式LINE等での情報発信、啓発グッズの

作成、屋外映画上映会やエンディングノートの作成の取組に合わせた在宅療養のPR等の取組を想定

する。 

後者については、相談会等の開催や特定の症例等に関する詳細な情報提供などを想定する。 

 

 

６６--４４  多多職職種種連連携携ルルーールルのの更更新新  

「多職種連携ルール」については、職種毎の連携ルールと特定職種間・特定シチュエーションの

連携ルールという区分毎に内容の改善や肉付けを進めていくこととする。 

前者については、今年度に開催した「MCSを活用したオンライン勉強会」を「歯科医」以外の職

種をテーマに開催することで、当該職種に関する知見を深め、既存資料への反映を図ることを想定

する。 

後者については、今年度に着手した市立病院とケアマネジャーとの連携を引き続き主要なテーマ

として設定し、新型コロナウイルスへの対応状況をにらみながら関係者の意向の確認や検討の場の

設置などの作業を進めることを想定する。 

 

 

６６--５５  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組等等のの情情報報提提供供  

「国、東京都・他自治体の取組等の情報提供」については、検討部会の検討内容にあわせて、以

下のような内容を中心に収集・情報提供を行うことを想定する。 

 コロナ禍における市民啓発イベントの開催方法 

 「市民啓発リーフレット（在宅療養ガイドブック）」へ誘導する新たな方法 

（SNS等での情報発信、グッズの作成・配布など） 

 その他、MCSの患者グループの活用パターンや多職種連携ルールの内容例など、「検討部会」

の中で課題として指摘された事項に対応する参考事例を調査する 

 

 

 


